	090711 核心ニュース原稿1

	題　目
	 ドクピョンRUTC輪郭が現れる

	アンカー
	 ドクピョンに建てられる Remnant共同体訓練場の鳥瞰図の輪郭が見えてきました

	内　　容
	近々、着工予定の「RUTC」の鳥瞰図です。
RUTC状況センターは今まで外部の専門機関に依頼し見積もりをとり、重職者企画委員会を経て鳥瞰図を常任委員会に
報告しました。
今回制作された鳥瞰図には、マスタープランの上に宿泊施設とコンファレンスホールなど第1段階で必要とされる建築物が
入っています。将来の開発予定地と環境デザインを含めた最終的な鳥瞰図は、キョンギド( 경기도)都市計画委員会の審議と
環境影響評価を経て今年の年末に発表される予定です。

今回の発表を通して、RUTCの細部工事の土台が備えられ、これからRUTC建築の設計が本格化される見通しです。


	090711 核心ニュース原稿2

	題　目
	夏季 Remnant インターンシップの本格化

	アンカー
	ヤング産業人会が主管し、大学宣教局が後援する2009夏季 Remnantインターンシップが中高・大学生と専門家 Remnantを

対象とし、7月18日から40日間段階別に行われます。

	内　　容　
	インターンシップの3段階は、第1段階祈りのスクール、第2段階ビジョンスクール、第3段階スペシャリストコースです。

まず8月1日から4週間にかけて、中1から高1までの、カンナムに属している教会の担当教役者に推薦されたRemnant
を対象としたカンナム地域会「祈りスクール」がチャム・サラン教会にて行われます。
それから、大学生を対象とする第3期ビジョンスクールが8月20日から2泊3日間、チャム・サラン教会教育館にて
開かれます。産業人たちの講義とメンタリング（mentoring）、産業人探訪などのプログラムが合宿とともに展開されます。
又、ヤング産業人会で初の試みとなる「スペシャリストコース」が7月18日から7週間にかけて、カンナムグ・サムソンドン
シスコ教育館にて行われます。このコースは、大学生と専門家 RemnantたちがIT分野の資格を取得し、実際的な専門性にチャレンジできるように支援するインターンシップです。



	090711 核心ニュース原稿3

	題　目
	福音エリートの集中育成を計画

	アンカー
	

	内　　容
	福音を持つエリートを集中育成する英語代案中学校「Remnant グローバルスクール」が9月開校に向けて生徒を募集する予定です。
応募資格は過去2年間の成績が全校の上位10％以内の者（中・高校生）とします。
応募は、7月11日から受付を開始し、RUTCホームページより願書のダウンロードができます。　
８月17日にはチョナンワンネス教会にて面接および試験を行う予定です。なお、合格者には8月20日に別途通知します。
詳細については、インターネットポータルサイト‘naver’ブログ「Remnant グローバルスクール」を通して確認できます。


２
	090711　核心ニュース原稿4

	題　目
	宣教師後援金－（宣教師一人分７万2千円）

	アンカー
	

	内　　容
	昨年10万1千円の宣教師後援献金が今年7万2千円に減ったため、払い戻しはありません。後援献金は7月27日までで、

各教会に献金する形となります。
現在、30ヵ国宣教師400人を含め、計1600人が登録されています。締め切りは7月15日までです。


	090711　核心ニュース原稿5

	題　目
	<短信>

	アンカー
	

	内　　容
	1.　3週間後に迫ってきている世界Remnant大会のホームステイする場所を7月15日から確認する事ができます。

今回の世界 Remnant大会は昨年と違って、食事代および交通費は各自負担となります。そして6000人の Remnantを、家庭とM・H、教会

ステイに招待します。大会参加者は7月15日世界 Remnant大会ホームページを通して、ステイを提供する方の連絡先が確認できます。
大会当日は、あらかじめプリントした登録証を必ず提示してください。

それから、2006年RUTC節約基金箱を回収します。
2.2009学業キャンプが中学生1～3年生を対象とし、8月17日から5泊6日間ドクピョン総会神学校にて行われます。
Remnantたちの生活と霊的規律を備えるためのRUTC予行練習となる今回のキャンプは、2学期の 数学、科学の授業内容の先行学習を

行うとともに、毎日テスト・総合テストを通して学習成果が確認できます。
また、勉強を妨げる原因を探し、癒すカウンセリング・プログラムが用意されています。
学業キャンプ以降にもネットワークを築き、継続的な支援を行います。申し込みは7月20日までです。


